

























年から 1684 年の展海令までの年間の来航数が 20 〜
30 隻で推移しているのに対し、展海令直後の 1685 年
には 85 隻と激増し、さらに 1688 〜 1689 年の唐人屋
























































る船の数が最も多く、1674 年から 1680 年代では、ア
モイを出帆地とする船の数が最も多いと指摘している






































































































































る［坂井編 2007］。離宮の存続期間が 1663 〜 1682 年
に限られているため、出土する陶磁器の使用年代や廃













































































































































































































































































博士喜寿記念論文集』陶磁編　平凡社 , 275-291 頁 .
大橋康二・坂井隆 1999「インドネシア・バンテン遺跡出
土の陶磁器」『国立歴史民俗博物館研究報告』82　国
立歴史民俗博物館 , 47-94 頁 .
鄂杰・趙嘉斌 2005「2004 年東山冬古湾沈船遺址 A 区発掘
簡報」『福建文博』2005 年増刊号 , 118-123 頁 .
金沢陽 1999「明から清にかけての海禁政策と民間貿易へ
の影響について」『貿易陶磁研究』No.19　日本貿易陶
磁研究会 , 97-108 頁 .
坂井隆 2001「十七・十八世紀のアジア陶磁貿易−バンテン
での貿易を中心に−」『東洋陶磁』vol.30　東洋陶磁学











文博』1997 第２期 , 34-36 頁 .






















澳門海事署 1986『歴代澳門航海圖 Cartografia Nautica de Macau 
Atraves dos Tempos』.
李濱・孫鍵 2005「2004 年東山冬古湾沈船遺址 B区発掘簡報」
『福建文博』2005 年増刊号 , 124-131 頁 .
金沢大学考古学紀要 37　2015,　43-52.　清朝の海禁政策と陶磁器貿易　　
